
	
	
	
	
	
	

				新田博氏の『言葉の新田：一つの文学饗宴』から	
	
	

 「本の魔法」 

	
 

本は私たちが将来の可能性を感じるのを助けるきっかけになることができ 

また、捨てられた夢を閉じ込めるセルロースの棺にもなります。 

 

本は私たちの精神的な風景を変えるブルドーザーになることができ 

また、私たちのイデオロギーを強化するためのセメント補強にもなります。 

 

本はイデオロギーを守るために戦闘の鎧として機能することができ 

また、一連の信念を攻撃する苛性臭化物にもなります。 

 

本は見えない細部を強調する拡大鏡になることができ 

また、事実を隠すペールになる可能性もあります。 

 

本は異なるアイデアを接続する文字列になることができ 

また、人が共有したくないものを隠すインクにもなります。 

 

本は無限の可能性があります。 

それをさらに開き、模索してみてはどうでしょうか。 
	
	
	

			-	T	Newfields	
（和訳：新田	博と天サブと槌谷麻由美）	
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